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研究成果の概要（和文）：本研究は幼児期のimaginary companionについて自己内対話との関係から検討するために，
観察研究，質問紙調査，インタビュー調査などを実施した。その結果，主に次のようなことが明らかにされた。①幼児
の空想世界は他者とつながるための1つの手段として機能している可能性があること，②ICは本人にとって家族のよう
にともに励まし合う存在であること，③家族は子どものICに対しポジティブに働きかけること，などである。

研究成果の概要（英文）：In this project, three researching ways such as observation, questionnaire and 
interview were conducted to investigate into the roles of imaginary companions in infant mental dialogue. 
The main results are as follows. ①There is a possibility that imagined world by infants functions as a 
way of being connected with others. ②Imaginary companions are the existence for infants to cheer up each 
other just like their family members are. ③Family members show positive attitudes to the fact that their 
children have some imaginary companions.

研究分野：教育心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）Imaginary companionに関する研究 
「Imaginary companion（以下，IC）」と
は「子どもが空想によって作り出した目に見
えないキャラクターのことであり，ある一定
期間，子どもの日常の会話の中に出現する
（Svendsen，1934）」ものである。同義の用
語には「Imaginary playmate」「Imaginary 
friend」などがあり，これらは日本において
は「空想（上）の友達」や「想像（上）の友
達」と呼ばれる。これらは適応に問題を抱え
る子どもに出現する特殊な存在として，主に
精神医学の領域において臨床的事例報告を
中心に研究が展開されてきた（Kanner, 
1974; 大橋, 1984など）。 
近年では発達心理学の領域において，ICが
健常幼児の心身発達に重要な役割を果たし
ている可能性が想定されるようになった。例
えば，麻生（2002）は『子どもの持つ「想像
上の友達」が表面上消失し，私だけの世界で
秘密裏に持てるようになることが，幼児期か
ら児童期への子どもの移行を促すものであ
る』と述べており，これは幼児の誰もが IC
を有する可能性を示唆している。 
しかし，これまでの IC に関する研究は，
保護者を対象とした質問紙調査を通して，日
本の子どもの IC 保有率を海外の知見と比較
することに留まっており（富田，2002 : 2003; 
塚越，2007），ICの実態や麻生が述べるよう
な幼児期から児童期への移行の問題などに
ついて十分な検討がおこなわれているとは
いえない現状にある。 
 
（２）ICと自己内対話の関係 
幼児は時に友達と遊んでいる最中に 1人だ
けその遊びから抜けだし，自分だけの空想世
界で遊んだ後，再び友達との遊びに戻ってい
くことがある。それは必ずしも否定的なもの
ではなく，自分の空想世界に入る時間を持つ
ことによって気持ちを落ち着かせたり整理
したりすることによって，再び友達の遊びの
中に入っていく勇気をためているととらえ
ることもできる（塚越，2010）。このように，
一人でいる時間が他者とつながるためにも
必要となる場合があると思われる。 
また，幼児期は他者との対話だけでなく，
大事な他者を内在化させ自己内対話ができ
るようになることが重要であるとされる。自
己内対話は，時間軸の中に自らを位置づけ，
過去経験をもとに常に「未来に備えて生きる
存在」として人間を捉える視点に欠けている，
「今，ここ」に生きる人間の存在意義を問う
ものとして，現在，哲学や教育学などの領域
でも再注目されている（古東，2011）。 
本研究で焦点を当てる IC とは，幼児自身
が生み出す幼児とコミュニケートする存在
である。つまり，幼児期の IC は自己内対話
の 1つの形態であり，子どもの気持ちの整理
等を行うために必要な話し相手のような存

在となっている可能性が考えられる。以上の
ような理由から，幼児期の IC の実態につい
て自己内対話との関係性から詳しく検討し
たいと考え，本研究に取り組むこととした。 

 
 
２．研究の目的 
本研究は幼児期の IC に関する実態と，IC
がどのような役割を果たしているのかとい
うことについて，自己内対話との関係性から
検討することを目的とする。 
研究の目的を達成するために，研究当初は
主に（１）と（２）の方法を設定し，さらに
（３）を追加で実施した。 
 
（１）幼児の継続観察 

IC を持つと思われる空想性の高い幼児を
対象とした継続観察を実施した。他者とのか
かわり方や空想世界の内容とその展開の仕
方（誰とどのように何を共有するのか）に注
目することによって，幼児が自己内対話（気
持ちを整理したりするため）の 1つの手段と
して空想世界を展開させる可能性について
検討することを目的とした。 
 
（２）ICの役割（種類）の検討 
大学生を対象にした IC に関する質問紙調
査をおこない，過去に IC を有した経験の有
無によって IC の認識や過去経験に違いがあ
るかを検討した。また，この対象者の中から
過去に IC を有した経験を持つ者を対象に，
IC がどのような存在であったのかをインタ
ビュー調査によってたずねた。 

ICを有する経験を持つ・持っていた子ども
の保護者を対象にインタビュー調査を実施
し，子どもの IC に対する保護者の認識や子
どもの特徴などについてたずねた。 
 
（３）幼稚園・児童養護施設を対象とした質
問紙調査 
養護施設児のウェルビーイングの観点か
ら，移行対象や IC の発達的意義を検討して
いる齊藤・向井・佐伯（2012）の研究を参考
にした。ICが子どもが置かれた状況の中で気
持ちを整理したり落ち着かせたりするため
の役割をしているとすれば，様々な環境の下
で一定数それが出現すると考えられた。そこ
で，齋藤らの研究を追試するとともにその出
現率などについて調べた。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）幼児の観察研究 
①対象児および選定理由：幼稚園に通う年少
児 2名（男児 1名，女児 1名）を対象とした。
年少児クラスを担当する教諭に対し，研究目
的について説明し，担当保育者にクラスの中
で空想の世界の広がりを持っている子ども
を数名抽出してもらった。この中に予備観察



を通して研究代表者が対象児の候補として
考えていた 2児が含まれていたため，その 2
児に焦点を当てて観察をおこなった。 
 
②観察期間および観察方法：2013 年 1 月か
ら 2013年 10月までの 10ヶ月間，対象児が
年少から年中に移行する時期を挟んだ時期
を記録したものを分析対象とした（観察は研
究期間のうち 3 年弱に渡って行ったが,観察
の間隔・記録量がほぼ一定だった期間につい
て分析した）。観察時間帯は登園時～午前中
の自由遊び終了までの 2時間～2時間半ほど
であった。登園から自由遊び終了までをノー
トに記録し，必要に応じてビデオ撮影をおこ
なった。その記録とビデオ映像をもとに PC
でフィールドノーツを作成した。観察記録は
20日分である。 
 
（２）IC の役割（種類）の検討 
①大学生を対象とした質問紙調査：対象は大
学生 119名であった。質問内容は，年齢，性
別，出生順位，きょうだい数についてのフェ
イスシート，および「好んでいた遊び」「サ
ンタクロースなどの空想の存在に対する信
念」「ぬいぐるみなどに人格を与えられた空
想の友達」「目に見えない空想の友達」「空想
の友達以外のお気に入り」に関する質問で構
成された。 
 
②大学生を対象としたインタビュー調査：上
記①の質問紙調査において，ICを所持したこ
とがあると回答した 2名に対象に，個別でイ
ンタビューをおこなった。質問内容は，「好
んでいた遊び」「サンタクロースなどの空想
の存在に対する信念」「空想の友達に関して」
であり，①の質問紙を詳しく掘り下げる形式
で，特に IC がどのような存在であったと感
じるかなどについてたずねた。 
 
③保護者を対象としたインタビュー調査：IC
を所有しているあるいは所有していた子ど
もの保護者 5名を対象者とした。質問内容は,
子どもの年齢，性別，出生順位，きょうだい
数についてたずねた後，「好んでいた遊び」
「サンタクロースなど空想の存在に対する
奨励」「子どもとのかかわり方」「空想の友達」
「空想の友達に対する保護者の態度」「空想
の友達を所有する子どもと周囲の反応」「空
想の友達が出現した期間での環境の変化・保
護者である自身の心境の変化」などに関して
たずねた。 
 
上記①～③に関しては,富田（2002；2015）
や山口（2007）を参考に，幼児心理学専攻の
学生と議論し必要な項目を設定した。 
 
（３）幼稚園・児童養護施設を対象とした質
問紙調査 
 幼稚園児の保護者120名と児童養護施設の
職員 120名であった。幼稚園児の保護者には

自身の子どもについて，児童養護施設職員に
は担当の子どもについての回答を求めた。質
問紙は齋藤・向井・佐伯（2012）の 15項目
から 11項目を使用した。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）幼児の継続観察 
分析の結果,「登園場面」と「他児とのいざ
こざ場面」の 2場面において，2児に共通性
を見出すことができた。また，2 児ともに独
り言が多く，自分の考えや気持ちを整理しよ
うとしている様子が頻繁に見られた。一方で
「空想場面（空想世界の展開のさせ方）」に
ついては，2 児それぞれ異なる世界を展開さ
せていた。ただし，どちらも他者と楽しさを
共有したいという欲求を持っていること，そ
の相手が大人であることが多いという共通
性がみられた。以下では，その場面のいくつ
かを示す。 

 
①登園場面：2 児ともに登園時にスムーズに
保育室に入っていかないという共通点が見
られた。ただし，登園を嫌がっているのでは
なく,登園時に自分がするべき行動が分かっ
ていないのでもない。保育者や保護者などと
ごっこ遊びが展開されるような場合，明るい
表情になって行動の切り替えがスムーズに
行われており，切り替え場面において他者と
の心理的交流を求めている様子であった。 
 
エピソード① 【登園場面】 年少クラス 1
月 男児 S  
 母と妹と登園してきた S。母が靴を脱いで
保育室に入るためにテラスに上がっても，S
はテラスには上がらずスキップをしている。 
 担任保育者が「S くん，おはよう」と声を
かけるが，気づかないのか返事をしない。保
育者が Sに近づいてもう一度声をかけると，
返事はしないが振り返って保育者を見る。 
 S に代わって母が保育室に入り，カバンを
置いたりタオルをかけたりし，S に外遊び用
の帽子をかぶせ，上履きを近くに置いて帰っ
ていく。 
 保育者が靴を脱いで上履きに履き替えるよ
うに促すと，「上履きを履かせて」と言うよう
に上履きを保育者の前にポンと置く。保育者
が「上履きを履いて，ピッ」と言うと，S は
嬉しそうな表情になって靴を脱いでテラスに
上り上履きを履く。保育者が「次は，コート
を脱いで，ピッ」と言うと，S はコートを脱
ぐ。ロボットになりきったかのようで，保育
者の次の指示を楽しみに待っている。「お部屋
に入って，ピッ」と言われニコニコとしなが
ら急いで保育室の中に入るが，友達の母親が
テラスに来るのが見えると，手ではさみを作
ってカニ歩きをして近づいていく。 
 
 



②他児とのいざこざ場面：2 児ともに他児か
ら強引な主張を受ける場面において，自分が
正しく相手が間違っている場合であっても，
言い返すことができないことが多い傾向に
あった。特に女児は，このような状況では，
一人その場から離れて擬音を口にして空想
世界を展開させている様子であった。 
 
③空想場面：男児は自分で考えたクイズを保
育者や観察者，友達に対して出したり，自分
の話を聞いた他者の反応を受けて，そこから
更に物語を展開させたりするなどの様子が
見られ，他者と自分の空想世界との共有を楽
しんでいる様子であった。一方，女児は他児
がお弁当の準備や帰りの支度などしている
場面から一人抜け出し，園内を歩きながら天
井や空間を眺めては擬音を出すなどして，自
分だけの世界を楽しんでいる様子が何度も
観察された。ただし，女児の空想世界が具体
物を介して展開されるとき（例：ギターを弾
くふりからティッシュペーパーの空き箱で
ギターづくりになる），それに魅力を感じた
他児が集まり女児を中心に遊びにつながっ
ており,それを女児自身も楽しんでいた。 
 
（２）IC の役割（種類）の検討 
①質問紙調査：ICの所有経験についてたずね
たところ，119名中 30名（25.4％）が所有経
験があると回答した。そのうち,現在も所有し
ていると回答した者は 1名であった。この結
果は先行研究にあった 10％前後（川戸・遠藤，
2001；森口，2014；富田，2002；2003；2015）
という数値に比べ，高い値となった。この差
は，先行研究では目に見えない IC のみに焦
点を当てた報告であったのに対し,本研究で
はぬいぐるみなどに人格を与えられた IC も
含めているためと考えられる。 
 また,ぬいぐるみなどに人格を与えられた
IC については，IC の所有経験にかかわらず
否定的態度は見られなかった。これに対し,
目に見えない ICについては，ICの所有経験
のない対象者はある対象者に比べ，否定的に
とらえる傾向が強くみられた。 
 
②インタビュー調査：2名の対象者がともに，
IC は一緒にいると安心し,家族のような存在
であったとする点に共通性がみられた。具体
的には，「IC との関係はお互いに励まし合う
存在であり,『大丈夫だよ』とお互いに言葉を
掛け合っては安心していたような記憶があ
る」という回想が得られた。また，知らない
場所に行くときに連れて行ったり，それを置
き忘れてきた時には不安で寂しく感じ，手元
に戻った時には安心感を感じたという語り
もあり，ICが子どもの安全基地であることを
示している。 
「一人会話じゃないですけど，自分がいっ
てピカチュウが言っていることにして自分
で話していたのはありましたね。」，「話しか
けることは多かったと思う。名前を呼んだり

景色が見えるよとか。」，「お花や動物に話し
かけることも多かった。」という回答があっ
た。このように，ICと会話や遊びは，本当は
自分の一人二役のものであるという認識が
なかったわけではなく，自分の気持ちを整理
したり共有したりする相手としてそれを設
定していた可能性が考えられる。つまり，自
己内対話との関係性があると思われる。先行
研究では幼児期に IC を所有していた成人は
所有していなかった成人に比べ，対象を擬人
化する傾向が強いことも報告されている（森
口，2014）。以上から ICを所有する者は幼児
期から様々な対象に命があるように接する
傾向があるといえるだろう。  
また，好きな遊びについては両者ともに
ごっこ遊び，なりきり遊び，絵本を読むこ
と，お話を作ること，家の中で過ごすこと，
テレビを観ることが好きと回答している。
その中でも絵本を読むことについては，共
通して絵本を保護者から読んでもらってい
たことを回答していた。絵本などの読み聞
かせは想像力を育むこと，言語能力を高め
ること，人間関係を豊かにすることが明ら
かにされている（今井，廖，中村；1993）。
こういった経験が擬人化能力などに影響を
与えている可能性が考えられる。 
 
③保護者へのインタビュー調査：IC を所有
していた子どもたちは全員，ごっこ遊びや
なりきり遊び，空想世界について語ること
など，一人遊びが得意であった。また，絵
本や本を読むことについての質問に関して
も，全員が共通して「寝るときに毎晩読ん
でいた」という回答が得られた。絵本の読
み聞かせに関しては，大学生を対象とした
インタビューでも同様の結果が得られてお
り，ICを有する者は絵本や本を読むことを
保護者から奨励されていることが分かる。
保護者は子ども一緒にいる時間を大切にし
てかかわっていた。 
ただし，ICを持っていた時期の子どもの
様子について回答してもらったが，覚えて
いないことや記憶があやふやであることも
多かった。それほど子どもの状態を不安視
していなかったことが影響しているのでは
ないだろうか。「（ICと遊んでいるのを見て
も）多分放っておいたかな。自分ひとりの
世界だったから」というように自由に遊ば
せているという回答が見られた。このこと
から子どもを信頼している親子関係があっ
たと言えるのではないだろうか。子どもた
ちには理解がある保護者のもとで，一人で
自由に楽しめる環境があったことが考えら
れる。 
加えて，インタビュー対象であった保護
者全員が，一人遊びやごっこ遊びを子ども
の“普通”の遊びとして捉えることができて
いた可能性もある。子どもの様子を変だと
思ったり不気味だと感じたりした場合は印
象に残りやすい。その遊びの光景を何ら問



題のないものとして肯定的に捉えていたこ
とも考えられる。  
 
  
（３）幼稚園・児童養護施設を対象とした質
問紙調査 
幼稚園児，養護施設児ともに移行対象，空
想の友達，ヒーロー空想の 3因子構造が確認
された（最尤法 promax 回転）。空想の友達
とヒーロー空想については，幼稚園児と養護
施設児とで項目数・内容に若干の違いが見ら
れたが，齊藤ら（2012）とほぼ同じ因子構造
であると判断できると思われる。次に，各因
子の共通項目の出現率を比較したところ，移
行対象とヒーロー空想では，全てにおいて養
護施設児よりも幼稚園児に出現率が高いこ
とが確認された。空想の友達については，養
護施設児と幼稚園児に差は見られず，どちら
も出現率は移行対象とヒーロー空想に比べ
少なかった。空想的なものや遊びに親しむの
は幼児の一般的な傾向である。それに比べる
と IC の出現については一般的に少ないが，
環境の違いに関わらず一定の人数に出現す
ることが確認された。ただし,IC の出現する
環境要因や IC とのやり取りなどについての
検討は,本研究の（１）や（２）のような個人
に焦点を当てた研究が必要であると思われ
る。 
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